
１．海岸保全施設の維持管理は何故必要か？

ライフサイクルマネジメントのための海岸保全施設維持管理
マニュアル（案） ～堤防・護岸・胸壁の点検・診断～の概要

２．ＬＣＭ（ライフサイクルマネジメント）の概念と適時、適切な保全対策の実施

定期的な海岸保全施設の点検、補修が大切！！定期的な海岸保全施設の点検、補修が大切！！

災害時の被災等
による被害の発生

維持、更新費の増大

海岸保全施設が古くなるとひび割れや鉄筋の腐食が進行。

放っておくと‥‥

◆海岸保全施設の中には築造後

４０年以上経っている施設が

数多く存在しています。

◆ ＬＣＭとは、施設の老朽化と性能低下の把握を行い、適時、適切な保全対策を実施すること

により、必要な防護機能を維持しつつ、ライフサイクル（供用期間）に生ずる全ての費用を

最小化することを目指した維持管理を行うことです。

適時、適切な保全対策により、ライフサイクルコストを低減適時、適切な保全対策により、ライフサイクルコストを低減

◎必要な防護機能を維持しつつ、ライフサイクルに生ずる全ての費用を最小化する維持管理のイメージ
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＊海岸保全区域のうち堤防等の施設について 調査
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図 三大湾の海岸保全施設の築造後経過年数
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健全度評価（Ａ～Ｄランク）健全度評価（Ａ～Ｄランク）
Ａランク‥要対策

Ｂランク‥重点監視

Ｃランク‥重点点検

Ｄランク‥問題なし

３．海岸保全施設の点検、健全度評価

◆本マニュアル（案）では、コンクリート構造の堤防・護岸等の点検や健全度評価の要領を記載

するとともに、維持管理計画の立案や対策工法について概要を紹介しています。

陸上からの目視

により変状の把握

を行う

一次点検で変状が確認された

箇所について

・その変状の規模を把握する

・より詳細な変状状況を把握する

定期的な点検結果を踏まえ、適切な維持管理を実施！定期的な点検結果を踏まえ、適切な維持管理を実施！

ＡＡランクランク

◆点検例
◆二次点検◆一次点検

４．海岸保全施設維持管理マニュアル（案）～堤防・護岸・胸壁の点検・診断～

の構成

・マニュアルの目的 等

第１章 総論

・点検の種類と目的 等

第２章 海岸保全施設の点検

・一次点検の項目、方法 等

第３章 一次点検

・二次点検の項目、方法

第４章 二次点検

第５章 健全度評価

・維持管理計画立案の考え方

・ライフサイクルコストの算出

第６章 維持管理計画の立案

第７章 対策工法

付録－１ 一次点検シート
付録－２ 二次点検シート
付録－３ 変状事例集
付録－４ 点検事例
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部材背面まで達するひび割れ・
亀裂が生じている（5mm相当）。


